
岐阜県ドローン開発・製造・活用方針概要
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○ドローン開発・製造支援（メーカーとのマッチング、開発・製造に関する経費補助）
○事業所の入居支援（スタートアップに対するＶＲテクノプラザへの入居費用補助）
○スタートアップ支援（スタートアップ創出につながるセミナー、コンテスト、
コンソーシアム形成によるネットワーク強化、操業資金創設など総合的な支援）

○企業・地域のドローン物流取組み支援（事業者のニーズ把握と県内市町村との
調整、スマート物流推進協議会によるドローン物流実証事業）

○「全国新スマート物流推進協議会」との連携

○ドローンを活用したスマート農業による生産性や収益性の高い産地づくり
・事業者に対する機器導入支援補助、技術研修、技術の普及・研究
※県保有６機（研修・実演・調査用）

○ドローンを活用したスマート林業による生産性や作業安全性の高い林業の
推進
・事業者に対する機器導入支援補助、技術研修、事業体の活用状況調査
※県保有14機（調査・測量用）

○災害時における活用による情報収集の迅速化
・定期的な操作研修・訓練の実施、救助の高度化推進
※県保有６機（５圏域に各１機、県消防学校１機）
市町村導入32機（消防本部）

○インフラ維持管理における活用による省力化、安全化
・道路、河川、砂防の各長寿命化計画に基づき施行点検を実施し活用対象を拡大
・全土木事務所に配備したドローンの職員研修、建設事業者に対する人材育成事業

※県保有12機

１ドローンビジネスの
総合的推進

ドローンビジネス推進研究会
（事務局：商工労働部航空宇宙産業課）

・製造・開発・活用セミナー
（意見交換・情報共有）

・実証フィールド確保に向けた
ニーズ把握、総合調整

・製造と活用分野の連携
各分野の活用における機体
性能とのギャップなど、
課題の共有

・総合調整、相談窓口
（全庁体制で事業者支援）
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